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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年11月4日(2021.11.4)

【公開番号】特開2020-164342(P2020-164342A)
【公開日】令和2年10月8日(2020.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2020-041
【出願番号】特願2019-63585(P2019-63585)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  28/04     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  18/14     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   28/04     　　　　
   Ｃ０４Ｂ   18/14     　　　Ｚ
   Ｃ０４Ｂ    7/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月22日(2021.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
高強度用セメントにJIS R 5201に規定された標準砂が配合され、砂セメント比(Ｓ/Ｃ)５
０～７０質量％、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％、および高性能減水剤の添加量
が上記セメントの１～５質量％であるモルタルについて、JIS R 5201に規定された静置フ
ローが２６０mm以上であって該静置フローが２５０mmに到達する時間が３０～６０秒の範
囲である高強度用セメントを用いてなることを特徴とする高強度高流動コンクリート。
【請求項２】
コンクリートの水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％、単位水量１５０～１７０kg/m３

、および単位粗骨材かさ容積０.５０～０.６０ｍ３/ｍ３である請求項１に記載した高強
度高流動コンクリート。
【請求項３】
スランプフロー５５～７０cm、および標準養生での材齢９１日の圧縮強度が１３０N/mm２

以上である請求項１または請求項２に記載した高強度高流動コンクリート。
【請求項４】
高強度用セメントが、ポルトランドセメント１００質量部に対して、シリカフュームが５
～２０質量部配合されたものである請求項１～請求項３の何れかに記載する高強度高流動
コンクリート。
【請求項５】
ポルトランドセメントが、低熱ポルトランドセメントであり、そのクリンカー中のＣ３Ａ
量が３.９質量％以下であって、全アルカリ量（Ｎａ２Ｏ＋０.６５６Ｋ２Ｏ）が０.４質
量％以下である請求項１～請求項４の何れかに記載する高強度高流動コンクリート。
【請求項６】
JIS R 5201に規定された標準砂とセメントの砂セメント比(Ｓ/Ｃ)が５０～７０質量％、
水セメント比(Ｗ/Ｃ)が１２～１５質量％、および高性能減水剤の添加量が上記セメント
の１～５質量％であるモルタルについて、JIS R 5201に規定された静置フローが２６０mm
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以上であって該静置フローが２５０mmに到達する時間が３０～６０秒の範囲である高強度
用セメントを用い、コンクリートの配合比が、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％、
単位水量１５０～１７０kg/m３、および単位粗骨材かさ容積０．５０～０.６０ｍ３/ｍ３

になるように上記高強度用セメント、細骨材、粗骨材、および高性能減水剤を配合するこ
とを特徴とする高強度高流動コンクリートの製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
本発明は、以下の構成を有する高強度高流動コンクリートとその製造方法に関する。
〔１〕高強度用セメントにJIS R 5201に規定された標準砂が配合され、砂セメント比(Ｓ/
Ｃ)５０～７０質量％、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％、および高性能減水剤の添
加量が上記セメントの１～５質量％であるモルタルについて、JIS R 5201に規定された静
置フローが２６０mm以上であって該静置フローが２５０mmに到達する時間が３０～６０秒
の範囲である高強度用セメントを用いてなることを特徴とする高強度高流動コンクリート
。
〔２〕コンクリートの水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％、単位水量１５０～１７０k
g/m３、および単位粗骨材かさ容積０.５０～０.６０ｍ３/ｍ３である上記[１]に記載した
高強度高流動コンクリート。
〔３〕スランプフロー５５～７０cm、および標準養生での材齢９１日の圧縮強度が１３０
N/mm２以上である上記[１]または上記[２]に記載した高強度高流動コンクリート。
〔４〕高強度用セメントが、ポルトランドセメント１００質量部に対して、シリカフュー
ムが５～２０質量部配合されたものである上記[１]～上記[３]の何れかに記載する高強度
高流動コンクリート。
〔５〕ポルトランドセメントが、低熱ポルトランドセメントであり、そのクリンカー中の
Ｃ３Ａ量が３.９質量％以下であって、全アルカリ量（Ｎａ２Ｏ＋０.６５６Ｋ２Ｏ）が０
.４質量％以下である上記[１]～上記[４]の何れかに記載する高強度高流動コンクリート
。
〔６〕JIS R 5201に規定された標準砂とセメントの砂セメント比(Ｓ/Ｃ)が５０～７０質
量％、水セメント比(Ｗ/Ｃ)が１２～１５質量％、および高性能減水剤の添加量が上記セ
メントの１～５質量％であるモルタルについて、JIS R 5201に規定された静置フローが２
６０mm以上であって該静置フローが２５０mmに到達する時間が３０～６０秒の範囲である
高強度用セメントを用い、コンクリートの配合比が、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質
量％、単位水量１５０～１７０kg/m３、および単位粗骨材かさ容積０．５０～０.６０ｍ
３/ｍ３になるように上記高強度用セメント、細骨材、粗骨材、および高性能減水剤を配
合することを特徴とする高強度高流動コンクリートの製造方法。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
〔具体的な説明〕
　以下、本発明を具体的に説明する。
本発明の高強度高流動コンクリートは、高強度用セメントにJIS R 5201に規定された標準
砂が配合され、砂セメント比(Ｓ/Ｃ)５０～７０質量％、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５



(3) JP 2020-164342 A5 2021.11.4

質量％、および高性能減水剤の添加量が上記セメントの１～５質量％であるモルタルにつ
いて、JIS R 5201に規定された静置フローが２６０mm以上であって該静置フローが２５０
mmに到達する時間が３０～６０秒の範囲である高強度用セメントを用いてなることを特徴
とする高強度高流動コンクリートである。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
＜高強度高流動コンクリート＞
　本発明の高強度高流動コンクリートは、上記セメント、およびJIS R 5201に規定された
標準砂を用い、コンクリートの水セメント比(Ｗ/Ｃ)は流動性の予測に用いたモルタルと
同じ範囲の水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量％であって、その他の配合条件は、例え
ば、単位水量１５０～１７０kg/m３（水セメント比と単位水量が上記範囲の単位セメント
量は(150/0.15)～(170/0.12)＝１０００～１４１７kg/m３）、および単位粗骨材かさ容積
０.５０～０.６０ｍ３/ｍ３のコンクリートである。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　単位水量１５０～１７０kg/m３、および単位セメント量１０００～１４１７kg/m３の範
囲を外れると、水セメント比(Ｗ/Ｃ)を１２～１５質量％の範囲に保つのが難しくなる。
また、単位粗骨材かさ容積が０.５０ｍ３/ｍ３より小さいと、コンクリート中のモルタル
分が過剰に多くなり、コンクリートの収縮（乾燥収縮、自己収縮）によるひび割れが発生
しやすくなる。一方、単位粗骨材嵩容積が０.６０ｍ３/ｍ３を上回ると、コンクリートの
粘性が過剰に高くなり、施工性が低下する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記セメントを用い、コンクリートの配合比が、水セメント比(Ｗ/Ｃ)１２～１５質量
％、単位水量１５０～１７０kg/m３、単位セメント量１０００～１４１７kg/m３、および
単位粗骨材かさ容積０．５０～０.６０ｍ３/ｍ３になるように上記高強度用セメント、細
骨材、粗骨材、および高性能減水剤を配合する。なお、水セメント比(Ｗ/Ｃ)は１２～１
５質量％の範囲で先に静置フローを測定したモルタルと同一の水セメント比(Ｗ/Ｃ)にな
るように配合される。
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